
第９９９号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１４年１０月１６日

ＮＯ ９９９

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
９月２９日、井原市議会９月定例会が開会しました。一般質問は、１０月１日、２日、３日の３日

間行われ１３議員が質問しました。森本議員は３日の４番目に質問しました。森本議員の質問と執行
部答弁の概要は次のとおりです。

森本ふみお議員の質問の概要 森本議員の質問に対する執行部答弁の概要

◆瀧本市長の今後４年間の市政運営について
市長の今後４年間の市政運営について、施策の全

体像と、何が重点施策なのかお聞かせください。
重点施策中、全幼・小・中学校の保育室、普通教

室に空調機の設置を公約として掲げられている。
私はこの問題について、平成２２年から毎年1回

エアコン設置をと提言してきた。この度平成２７年
度から４年間かけて順次設置していくと言われてい
るが、４年間は長すぎる。出来れば２年間で設置を。

また、設置の費用はどの位かかるのか、設置の順
番は幼小中の順が良いと思うがどう考えているか。

◆「土砂災害警戒区域」等に住んでいる市民の生
命を守る施策について
今年は台風や集中豪雨・ゲリラ豪雨で甚大な人的

被害と物的被害が全国に及んでいます。広島県でも
多くの方々が被災しています。

井原市内の土砂災害警戒区域等に何世帯の方がお
住まいなのか。そして、行政としてこの方々の生命・
財産を守る手だてをどう講じておられるのか、その
施策について詳細をお聞かせください。

また、危険個所にお住まいの方が市内への新築移
転を考えておられれば、新築移転費用の一部を助成
してはどうですか。

◆難聴者にとって画期的な「コミューン」の購入
について
「コミューン（商品名）」は、難聴の方への聞こ

えを改善するスピーカーで、もっとコミュニケーショ
ンしてもらいたいという目的で開発されました。

この「コミューン」を市が購入し、必要な窓口に
設置したり、難聴の児童・生徒がいる学校に設置す
るなど、難聴者が補聴器をつけなくても言葉が聞き
取れ、日常会話が交わせるような環境整備をしては
どうですか。

◆井原市福祉基金助成事業の「紙おしめ利用券」
の助成対象の拡大と助成額の増額について
井原市福祉基金助成事業で紙おしめ購入の助成を

行っています。この助成は、現在「紙おしめ」と
「尿とりパッド」の２点が助成対象になっています。
３６５日自宅で大変な介護をされている方から、
「介護をしていてこれ以外のもの（痰を取るティッ
シュ、室内で用を足すので消臭剤、大・小便を取る
容器を洗う洗剤など）が日常的に必要になる」とい
う声を聞きます。また、民生委員さんに聞いても、
「そういう声をよく聞きます」とのことです。この
ように介護していてどうしても必要なものを助成対
象として加えてはどうでしょうか。２面左上へ続く

私（市長）の任期は４年なので、４年間かけてやっ
ていきたい。

空調機を設置するについては初期投資もそうです
が、１０数年後には機器の更新が来ますので、事業
費の平準化を図るために４年で整備したい。

設置費用は５億円から６億円かかるのではないか
と考えている。

設置順は、平成２７年度で建て替えを計画してい
る井原中学校を除く４中学校、２８・２９年度で小
学校、３０年度で幼稚園にと考えている。

土砂災害警戒区域内の世帯は、県が指定している
土砂災害危険個所が５４８カ所、この箇所について
土砂災害防止法に基づき県で順次現地調査を行い、
現在までに４８８カ所の土砂災害警戒区域が指定さ
れています。

市民の生命・財産を守る手だては、ハード対策で
は、各種法律の指定を受けた地域では県の対策を受
け、ソフト対策では、自助・共助・公助を進めるこ
とで減災を目指しています。

移転費用の一部助成については、自主的な移転に
ついては「いばらぐらし住宅新築補助金」は適用に
なると考えます。

「コミューン」（写真）は難
聴者が補聴器を使わなくても相
手の声がはっきり聞き取れると
いうのがセールスポイントのよ
うです。聴覚障がい者には補聴器が装具として交付
されるようになっておりこれをご活用いただきたい。

市として現在「コミューン」を手元に持っており
ます。実際に使ってみて効果や安全性・耐久性など
も研究したい。また、対象者に使っていただいて効
果があるかどうかも研究を進めたい。

住民税課税世帯には千円の「おしめ券」を年間２
０枚、住民税非課税世帯には４０枚を交付していま
す。平成２５年度実績では、１,３３９人の方に交
付し、２１,５９５枚を利用いただいています。

単市で紙おしめ券の交付を行っているのは、県内
１５市のうちでも本市を含めて３市のみであり、在
宅介護をされている方に大変喜ばれている事業と考
えています。

紙おしめ券は在宅で介護されている方の経済的な
ご負担を少しでも軽減するための助成であり、現在
のところ「紙おしめ」と「尿取りパッド」以外の品
目の追加や助成額の拡充は考えておりません。

２面右上へ続く



第９９９号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４９７円 日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１面左下より続く
また、助成額の拡充をしてほしいとの声も良く

聞きます。これらの介護者の声に耳を傾け実現し
ていただきたいと思いますがお考えをお聞かせく
ださい。

◆リフレッシュ公園内の芝生公園に「あずまや」
を建設することについて
リフレッシュ公園内にはところどころ「あずま

や」があります。ただ、芝生公園内には「あずま
や」がありません。この芝生公園で子や孫が元気
よく遊んでいるのを両親や祖父母が見守っている
間、日影がほとんどありません。

暑さをしのぎながら子や孫の元気に遊ぶ姿が見
守れる「あずまや」を芝生公園内の最適な場所に
建設してはどうでしょうか。

公園内のまわりに雑草がかなり茂っている、ど
こが管理し、また、管理は徹底していますか。

◆「井原あいあいバス」を高齢者が利用しやすく
する工夫について
「足腰が弱くなって「井原あいあいバス」に乗

るのが大変難しいので、お金がたくさんいるけれ
ども仕方なくタクシーを利用している。何とかバ
スを利用しやすいようにしてほしい」という高齢
者の声をよく聞きます。しかし、利用したくても
乗る時点で敬遠される状況が生まれております。
このことをまず改善し、一人でも多く利用してい
ただくことを考えてはどうですか。提案として全
車両に「踏み台」を積み込んで乗りにくい方に対
応してはどうですか。

予算はかなり掛かりますが、車両更新時に低床
バスにするということも考える必要があるのでは
ないでしょうか。

◆ＤⅠＹ型空き家改修事業補助金制度の創設につ
いて

市では人口増対策等として「空き家バンク」と
いう制度があり、現在運用されています。しかし、
利用者はあまりおられないのが実情のようであり
ます。

そこで、国土交通省が最近進めようとしている
のが、住宅リフォームのやり方としてＤＩＹ(Ｄｏ
Ｉｔ Ｙｏｕｒｓｅｌｆ)型空き家改修事業です。
この方式は、現在の住宅リフォーム補助制度よ

り柔軟で新しい面も含んだ内容であります。この
方式を採り入れた新たな補助金制度を創設し、市
内外に大いに広報して一人でも多くの人が井原市
に転入・定住し、人口増につながるようにしては
どうでしょうか。

１面右下より続く

しかし、そういった声をしっかりと踏まえながら

これから制度自体もいかにタイムリーにあてるかど

うかを検討しながら、こういう問題も含めて検討も

していきたい。

芝生広場のコンセプトである利用者が開放的に太

陽と親しむ広場を基本として芝生広場やその周辺に

おいては、「あずまや」などの工作物は控えたもの

にしていきたいと考えています。

管理は都市建設課でやっており、清掃や草刈りは

それぞれ委託をして管理しています。

リフレッシュ公園は大変広い公園なので草などの

成長の早さに管理面が追い付いていないというとこ

ろもあることは認識していますので、管理面につい

て周知していきたい。

「踏み台」については、以前も運

行している業者にお聞きしたことが

ありますが、運転手がバスを止めて

「踏み台」を使ってお客様の補助を

するということは、安全上の観点とか場所によって

は交通渋滞を招くという恐れもあるということを聞

いており、現状では難しいと聞いております。

低床バスの導入は、本市の地形的な問題から、運

行できる路線が平坦な地域に限られるため、一定の

車高が必要です。したがって市内各所を運行する

「井原あいあいバス」にとりましては。低床バスの

導入は極めて困難です。今後車両を更新する際には、

高齢者や体の不自由な方にとって乗り降りしやすい

車両の導入も検討したい。

国土交通省は、賃貸借契約の一形態として、借主

負担ＤＩＹ型を掲げており、これは主として空き家

などを活用する際、貸主が原則として修繕義務を負

わないかわりに低廉な賃料とし、借主が自費で修繕

や模様替え等をする形態で、当該箇所について退去

時の原状回復義務を免除するといった契約です。

多くの場合賃貸物件への居住は比較的短期間のも

のであり、補助に対して定住効果は小さいものと考

えます。

今後においても既存の「住宅リフォーム補助」と

「いばらぐらし住宅新築補助金」制度により定住促

進を図ることとし、ご提案の補助金の新設について

は考えておりません。

このしんぶん赤旗読者ニュース「きずな」も次回（１０月３０日発行予定）で１,０００号に
なります。ついては、読者の皆さんに１,０００号をむかえるにあたっての「ご意見」や「ご感
想」をお聞かせいただきたいと思いますので、下記へどしどしお寄せください。お寄せいただい
たご意見等は１,０００号へ掲載させていただきます。

ご意見・ご要望は右記へ ファックス：６２－６０８１ 森本宅：６２－６０６１
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